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管理通貨論のアプロ チについて (357) 55 
念されないという状況こそが現行の貨幣制度の基本的問題を反映している。つ
まり金の貨幣としての地位が問題なのである。貨幣制度の現状を，特に国際面




















1) (1)の見解については，たとえばR.Tri:fijn， Gold 醐 dthe Dollar Cグ悩叫邦訳「金とドノレ丹
危機J，特に第 1部第7章;O. L. Altman， The Ch刊 :gingGold E:r;kange Si加 tilardand the: 
Role 0/ the International Monetaγ'Y F1州 d，邦訳，鈴木浩首編「国際流動性論集」に所収;B.
Tew， Inte四 atio叩 1Mo附 tary Co-ope地 tion，男1訳「国際金融入門J;芦矢栄之助「金とドル」
等審照。伺についてはj 小野朝男「国際通貨制度J'63; r経済評論J'65， 3参照。 (')1こついては，
}.M.Keyn田• A Traci on Monetaη Refoγm， p. 198，邦訳I256ベジ，村野編「国際通貨制度J



























2) 田中金司j 管理通貨制度， r体系金融辞典J250-251へ ジ参照。
3) 資本論」岩波文庫版. 1. 175へジ。
4) 桑野f二「現代管理品質論」昭40，170へ シロ「社会主義社会においても貨幣は依然として金で
ある。」
5) たとえば R.Harrod， Refol'ming the World's Moneγj邦訳「国際通貨改革論J第3章事照.





















の発揮， ドイツ，アメリカ等のJ台頭によるイギリ λ の主導性の低下，そしてア
メリカによる主導権の把握として現われてきたへ










l金との結びつき| 金免換停止 金っきとの回結復び 一寸|百へ両の屠制移度行
イギリス 金本位 1816 1914 金地金本位 1925 1931 
アメリカ 金本位 1900 1917 金貨本位 1919 1933 
ド イ ツ 金本位 1871 1914 金為替本位 1924 1931 
プラ y ス 肢行本位 1876 1914 金地金本位 1928 1936 
イタリア 肢行本位 1879 1914年以前より 金為替本位 1927 1934 
ベルギー 肢行本位 1868 1914 金為替本位 1926 1935 
ス イ ス 阪行本位 1868 1914 金為替本位 1929 1931 
λ ウェーデン 金本位 1873 1915 金貨本位 1924 1931 












































アメリカで27%→40 '9る→:~A%→間切とな勺た(ヌルクセI 邦訳. r国際通貨」第4章第3節及び，
附録第L第N2表参照)。
11) アメリカが膨大な金流入iご対して採った政龍(¥、わゆる合不胎化政措.1921年〕は金本位制の
終りを告げる象揖であり 全核本位制開始の予告であった。つまり， アメ Uカは「ゲー ムのル
Fレ」を遵守しなかっ?わけである。 これ壱「管理涌貨」制置と呼ぶのは葺当でない(R.F. 
Harrod， Policy Agai勿stIrrflation， p. 34)。



























13) 今井民は r1920年代が金本位をもって特置づけられるとすれば 」と L、L、金核本位と金本
位の区別があいまいであり，前者を後者の一種と見ている(今井編「貿易自由化と日本資本主義」
130ベジ〕。












































今この傾向をホフマ Yの TheG1'Oωth 01 lndus.trial Econο隅 "Sについて見
ると次の表の通り。 19世紀のイギリスでは繊維 (textiles and clothing) が
主導的産業であり.20世紀初頭(1凶7)のドイツでは，鉄鋼一機械ー車輔が。ア
メリカでは1920年代後半から鉄鋼金属，機械，卓柄，化学が41.30/0→39.90/0
14) たとえば，宮田喜代蔵「産業構造論」昭37，第4章， 82-140ベ ジ。
15) 資本規模がどのような意義をもっているかについては， J. S. D副 n，"Ecoτlomies of Scale， 
Concentration and Entry"， The American Economic Re附W，1954，3毒照。なお，鎌倉昇
「現代企業前J90-91へ ジ書照。
16) W. G. Ho:fm日 n，の Die}vorherrsch回 de(Industrie (Studi帥棚dT-坤帥 derlndustri 
atisierung， 1931， 88. 15-19)，増椅改訂 英訳の“Domimantlndustries" (The Gt四 th0/ 
Ind山砂協1&叫0附叫 1958，pp. 38-41， 110-136)に近い概生を考えている。
17) 経謂史のいわゆる「商業草命」以来の主導的産業抗(毛織劫工業)ー (綿業〉ー (鉄道一酷 右炭
業)ー(自動車建設等の耐久消費財重化学工業)であったことは経済史家やー放に云われてい
るところである。たとえば毛織物ヱ業についてはj 大瞳久雄「近代欧州経世史序説」上の2，174-
175ベージロ ここで毛織物工業は「産業の基軸J(rnas.ter wheel of trade) と呼ばれている。







43.5 一122 一18 1 9 
半月 1901 25.7 I 22.8 2.1 
ド 1895 24.1 10.3 5.8 1.7 2.8 
イ 1907 17.1 12.3 6.2 1.7 3.4 
ツ 1925 17.4 12.5 12.6 2.2 4.8 
1900 14.8 一19一6 4.9 3.5 ア
1914 14.7 12.1 9.4 且0 4.8 
メ 1925 15.9 13.5 11.3 10.6 6.0 
リ 1927 16.4 12.9 12.0 9.2 5.8 
カ
1939 12.8 15.3 12.0 7.3 5.5 
1947 14.4 14.4 16.3 7.2 5.4 






























1870年代の始めにジヱポγメ，ワノレラ只，メ V ガ 等が=ュ 7:/スはあれ，















(1) r亜麻布20-=v=上着1若 (岩波文庫版， [， 98ペー ジ〉
(2) r 40ポソドの撚赫の価値~40ポ y ドの棉花の価値 +11個の完全紡錘の価
値J(U， 81ページ)
(3) r 1 万個のミ~ -/レ紡錘を有し，アメリカ綿かι32番手の撚緋壱紡ぎ，









最も好都合な時期といっている(岩法文庫版， N， 154ベ ジ)。
22) マルクス「経済学批判序説J3 r経商学の方法Jr世界大思想全集J248ベー ジ。
















J r 機械に関する説明ありがとう。 13年という数はそれが必要な限り








23) 衣類綿諜」について第2巻，第3巻の冊は第2巻J V， 46， 63， 65， 103， 111へー ジ。
VI， 70， 160ベー ジ。 vn，282ページ等。第3巻， VlJ[， 110， 110， 158， 194， 233， 235. 237-2590 


























ズ，前掲書， 67ベー ジ)のであるが，イギリスで開発されたベヅセマ←製鋼怯 (1856) も，ジ




25) 転形問題についてはー 稿を要する。多〈の論者仕何値は形成戸れたホのと前提しているがj 問
題の焦点は価値形成のメカニズムにあると思われる(玉野井芳郎編著「マルクス価格理論の再検
討J'62， 35ベージ)，













1851年 51.0 11.4 (4.5)4.7 
1871年 51.7 14.0 (3.7)3.9 
1901年 41.0 29.9 (1.6)1.7 
W. G. Hoffmann， The Growth 0/ 

















26) W. G. Hoffmann，刷a.，p. 16消費財として， (1)食料，猷料，タパコ.(.)衣料，製靴，但)皮
草製品.(4)家具，資本財として.(1)鉄，非鉄金属， (2瀬械， (的車輔， (4){七学，に限定なお第4欄















(2) 1 鉄道の所有権の集中，すなわち金融資本の集中J(同書.314ベ ジ)
「帝国主義論」を経済理論と見ることはかなり無理であれレーニンがし、う










27) この2つの号聞の外に決定的な叙述は.228， 255. 291. 316， 317の各ベー ジに見られる。 レ
ニーンは他にも「電気産業Jr石油業Jr海運業Jr化学工業」等を主な産業として芋げている
が，何よりも鉄道鉄・石炭業に焦点を合わせている。


























28) 吉寓酔，前掲書， 327ベー ジ毒問。
29) 吉富勝，前掲書。
30) マルクス「資本論J岩波文庫版， 1. 15-16ベージ。
70 (372) 第田巻第5号
そして各発展段階における産業構造を特徴づけるのはその主導的産業にあるロ
したがって価格理論はある一定の発展段階を画するような産業構造の産物であ
り，同時にその有効性はその産業構造の性格によって限定される。価格が1ワ
の体系としては把握されねばならぬとすれば，その根拠は産業構造にあること
は明らかであ志。
百むすび
きて，結論を与えよう o 資本主義経済の各発展段階には各貨幣制度が対応し
て現われている。各発展段階を産業構造的に把えるならば，各産業構造には各
価格体系が対応している。そして各価格体系には各貨幣制度が対応している。
すなわち，産業資本主義段階には軽工業主導的な産業構造 生産価格体系:金
本位制 I古典的」独占資本主義段階には重工業主導的産業構造寡占価格体
系への移行的価格体系:金核本位制，さいごに，国家独占資本主義段階には耐
久消費財一重化学工業主導的な産業構造寡占価格体系管理通貨制度と対応
している。そしてこの対応は，貨幣制度は価格体系を抜きには，そして価格体
系は産業構造を抜きには説けないという関係が基礎である。この対応関係の変
遷が，金の貨幣としての地位の変遷を意味している。貨幣としての金の節約・
排除が，その地位の管理と表裏一体とな 4て進む。現代の管理通貨制度はこの
ような視角から解明される必要があ右と思われる。
